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今
年
も
多
く
の
か
た
が
永
年
勤
め
た
会

社
や
官
公
庁
を
退
職
し
ま
し
た
。

今
年
の
六
十
歳
定
年
退
職
者
は
、
太
平

洋
戦
争
が
終
結
し
た
翌
年
の
昭
和
二
十
一

年
生
ま
れ
と
、
続
く
二
十
二
年
の
早
生
ま

れ
の
か
た
に
な
り
ま
す
。
戦
後
世
代
初
の

退
職
と
い
う
こ
と
や
、
昭
和
二
十
二
年
か

ら
二
十
五
年
前
後
ま
で
に
集
中
的
に
生
ま

れ
た
「
団
塊
の
世
代
」
の
第
一
線
か
ら
の
大

量
リ
タ
イ
ア
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
と
い
う
、

時
代
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
、
か
く
い
う
昭
和
二
十
二
年
十
一

月
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
第
一
号
で
す
。

さ
て
、
私
た
ち
は
団
塊
の
世
代
と
言
わ

れ
る
が
ご
と
く
、
他
の
世
代
よ
り
も
圧
倒

的
に
人
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
熟
達
し
た

経
営
資
源
の
一
斉
リ
タ
イ
ア
に
よ
る
企
業

活
動
へ
の
影
響
や
代
表
的
産
業
を
支
え
た

高
度
技
術
の
途
絶
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
問
題

が
提
起
さ
れ
る
一
方
で
、
多
額
の
退
職
金

の
市
場
還
元
に
よ
る
経
済
効
果
や
、
地
方

圏
へ
の
移
住
を
見
通
し
て
の
地
方
活
性
化

へ
の
プ
ラ
ス
効
果
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話

題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
社
会
問
題
に
関
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
は
別
に
し
て
、
団
塊

の
世
代
個
々
人
の
側
に
立
っ
た
場
合
に
見

過
ご
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
の
長
寿
社
会
に
あ
っ
て
、

一
定
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
先
さ
ら
に
数
十
年
の
人
生
が
あ

り
、
そ
の
人
生
の
舞
台
は
職
場
か
ら
家
庭

に
移
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
、
特
に
男
性
の
会
社
人
間
、
役
所

人
間
と
い
わ
れ
た
人
ほ
ど
、
前
途
多
難

（
？
）
な
問
題
に
直
面
し
そ
う
で
す
。

「
飯
、
風
呂
、
寝
る
」
と
い
う
言
葉
し
か

発
せ
ず
、
家
庭
の
こ
と
は
奥
さ
ん
任
せ
、

自
分
の
下
着
の
置
き
場
所
も
分
か
ら
ず
、
ま

し
て
や
炊
事
や
洗
濯
な
ど
に
は
関
わ
っ
た

こ
と
も
な
い
と
い
う
人
が
多
い
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
な
か
た
に
は
、
こ
れ
か
ら
は

奥
さ
ん
孝
行
を
仕
事
と
思
っ
て
、
公
民
館

な
ど
の
料
理
教
室
に
通
っ
た
り
、
簡
単
過

ぎ
る
ほ
ど
に
進
歩
し
た
掃
除
機
や
洗
濯
機

に
触
れ
な
が
ら
、
ま
ず
は
主
婦
な
ら
ぬ

「
主
夫
」
修
行
を
始
め
、
家
庭
で
の
居
場
所

確
保
に
努
力
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
頼
り
に
で

き
る
部
下
は
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
中
途
半

端
や
二
度
手
間
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
す

る
と
、
以
前
に
も
増
し
て
奥
さ
ん
か
ら
邪

魔
も
の
扱
い
さ
れ
ま
す
の
で
、
覚
悟
を
決

め
て
や
り
抜
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
ひ
と
つ
大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
親
御
さ
ん
が
ご
健
在
で
、
た
ぶ
ん

定
年
間
際
ま
で
心
配
の
か
け
通
し
で
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
が
親
孝
行
本
番

と
い
う
気
持
ち
で
、
ぜ
ひ
と
も
大
事
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

定
年
を
迎
え
た
男
性
諸
氏
が
、
家
庭
で

目
障
り
な
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
ぬ

よ
う
に
、
い
ら
ぬ
お
節
介
と
し
ま
す
。

市長●佐竹敬久

定
年
後
粗
大
ゴ
ミ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

４月11日、高齢者の寿大学入学式で

「人生いよいよこれから！」。４月15日、秋田シニア
クラブの３分間スピーチ大会で夢を語ったみなさん



市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
み
減
量
に
よ
っ
て
節
約
で
き

た
ご
み
処
理
経
費
を
、
市
の
環
境
の
た
め
に
活
用
す
る

「
環
境
貯
金
箱
作
戦
」。
平
成
十
八
年
度
は
、
基
準
と
し

て
い
る
平
成
十
四
年
度
に
比
べ
て
三
千
八
八
八
㌧
減

り
、
目
標
の
九
千
㌧
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四

四
八
万
六
千
円
の
貯
金
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
貯
金
は
平
成
十
六
年
度
が
四
四
一
万
二
千
円
、

平
成
十
七
年
度
が
三
九
四
万
三
千
円
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
況
で
す
。

市
で
は
こ
の
環
境
貯
金
で
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋

を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
」

を
制
作
。
こ
の
バ
ッ
グ
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

や
市
民
団
体
に
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
配

布
し
た
り
、
市
が
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
り
し
て
、
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
貯
金
を
活
用
し
て
、
生
ご
み
処
理
機
研

究
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
や
生
ご
み
処
理
学
習
会
、
環
境

に
優
し
い
料
理
教
室
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
量
を
心
掛
け
、
み
ん
な

で
環
境
貯
金
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

環境企画課tel(863)6632

ごみ減量推進課tel(866)2943
環境貯金箱・ごみの減量の問い合わせは…

マイバッグや環境貯金の活用の問い合わせは…

市民や市民団体などのみなさんがデザインを
考案し、３種類のバッグが完成

★これがオリジナルバッグ！

広報あきた　５月４日号07

環境活動や自然観察に興味のあるかた、秋田市の
環境について一緒に考えませんか。受講無料。

郵便、ファクス、Eメールのいずれかに、住所、氏名、電
話番号、生年月日を書いて、お申し込みください。
〒011-0904 秋田市寺内蛭根三丁目24-３
環境企画課環境活動担当
tel(863)6632 ファクス(863)6630
Eメール ro-evrc@city.akita.akita.jp

申
し
込
み

講座「環境教育のこれから」 ５月25日(金)午後６時～８時…文化会館

探鳥会 ６月２日(土)午前７時～９時…千秋公園

ネイチャーゲーム ６月23日(土)午前10時～正午…一つ森公園

ホタル観察会 ７月７日(土)午後７時～８時30分…仁別の山内松原

歴史と環境の体験学習 ７月21日(土)午前10時～正午
…御所野の地蔵田遺跡

講座「環境安全科学入門」＆身近な科学実験 ８月18日(土)
午前９時～午後零時30分…秋田大学鉱業博物館

対象 16歳以上のかた
定員 30人程度

内
　
容

※一部講座は保護者同伴の上、お子さんも受講できます

秋田市のごみ減量目標

平成14年度と比較
した目標数値です

平
成
18
年
度
は
四
四
八
万
円
の
貯
金

大学生・短大生が対象です。
環境に関心があるかた、将来、市民の

環境学習や環境教育に携わってみたいか
た、「あきた環境楽会」に参加しません
か。６月から12月までに６回程度、ワー
クショップ、自然観察、参加者同士の情
報交換、こどもエコクラブ交流会の企
画・運営などの活動を行います。
若いあなたの能力やアイディアを生か

してみませんか。

申し込み

環境企画課tel(863)6632
ファクス(863)6630

Eメール ro-evrc@city.akita.akita.jp

大学生・短大生のみなさん

環
境
貯
金
で
マ
イ
バ
ッ
グ
完
成
！

今
年
度
は
生
ご
み
減
量
作
戦
に
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